
 

日
本
語
学
校
の
開
校
に
つ
い
て

問	

若
年
層
の
転
入
促
進
策
と
地
元
産
業

界
の
人
手
不
足
対
策
と
し
て
、
日
本

語
学
校
の
新
規
開
校
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

答	

ど
う
い
っ
た
形
態
が
望
ま
し
い
の
か

関
係
団
体
と
協
議
を
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

 

固
定
資
産
評
価
に
つ
い
て

問	

固
定
資
産
評
価
額
が
実
勢
価
格
よ
り

高
く
固
定
資
産
税
が
高
い
と
感
じ
て

い
る
市
民
が
多
い
と
思
う
が
、
評
価

額
と
税
額
の
算
出
方
法
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答	

税
額
は
地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

固
定
資
産
の
評
価
の
基
準
な
ら
び
に

評
価
の
実
施
方
法
お
よ
び
手
続
き
を

定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ

き
行
っ
て
お
り
、
３
年
ご
と
に
評
価

替
え
と
し
て
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

 

東
三
条
駅
周
辺
の
整
備
状
況
に

 

つ
い
て

問	

平
成
27
年
第
５
回
定
例
会
に
お
い
て

東
三
条
駅
の
ア
ー
ケ
ー
ド
等
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
や
関
係
者

と
維
持
管
理
協
定
を
結
び
対
応
し
た

い
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
ど
う
な
っ

た
の
か
。

答	

現
時
点
に
お
い
て
は
協
定
は
結
ん
で
な

い
が
、
工
作
物
の
維
持
管
理
は
引
き
続

き
三
条
市
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

 

実
学
系
も
の
づ
く
り
大
学
は

 

人
口
減
少
抑
制
の
処
方
箋
に

 

な
る
の
か
？

問	

平
成
27
年
度
国
勢
調
査
結
果
が
発
表

さ
れ
、
三
条
市
は
５
年
前
の
調
査
に

比
べ
３
１
０
０
人
３
％
の
減
少
だ
。

地
区
別
で
は
、
三
条
地
区
が
２
・
５
％

減
、
栄
地
区
２
・
７
％
減
、
下
田
地
区

７
・
８
％
減
と
下
田
地
区
の
減
少
が
著

し
い
。

年
齢
５
歳
階
級
ご
と
の
比
較
で
は
、

前
回
調
査
時
よ
り
５
歳
か
ら
14
歳
ま

で
の
２
階
級
は
増
加
。
15
歳
か
ら
24

歳
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
が
前
回

調
査
よ
り
や
や
回
復
傾
向
。
25
歳
か

ら
49
歳
ま
で
の
５
階
級
は
全
て
増
加

と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
を
ど
う
評
価

す
る
か
。

答	

若
年
層
を
中
心
と
し
た
人
口
動
態
は

改
善
傾
向
に
あ
る
。
下
田
地
区
の
人

口
減
少
対
策
を
し
っ
か
り
取
り
組
む
。

総
合
計
画
の
多
極
分
散
型
社
会
の
堅

持
は
そ
の
危
機
感
の
表
れ
。

問	

大
学
７
校
と
公
私
立
高
校
が
集
中
し

て
い
る
新
潟
市
以
外
、
大
学
が
あ
っ

て
も
若
年
層
の
流
出
は
抑
制
で
き
て

い
な
い
。
大
学
を
造
っ
た
は
い
い
が
、

多
額
の
費
用
を
掛
け
て
も
効
果
が
な

い
の
で
は
。

答	

地
元
企
業
で
の
実
習
な
ど
を
通
し
て

卒
業
後
の
就
職
ま
で
結
び
付
け
、
若

年
層
の
流
出
抑
制
を
目
指
す
。
そ
の

た
め
教
育
環
境
や
仕
組
み
を
整
え
る

こ
と
が
肝
要
だ
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問	

返
礼
品
で
三
条
の
魅
力
を
発
信
す
べ

き
で
は
。

答	

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
返
礼

品
と
な
る
よ
う
協
議
す
る
。

 

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

問	

相
続
放
棄
等
で
管
理
不
全
と
な
っ
て

い
る
農
地
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
。

答	

他
市
の
状
況
等
を
情
報
収
集
し
、
調

査
研
究
し
た
い
。

  

日
本
共
産
党
議
員
団

平
成
29
年
度
三
条
市
一
般
会
計
予
算
に
反
対

　

一
般
任
用
職
員
は
、
三
条
市
が
不
安
定
雇
用
を

率
先
す
る
も
の
だ
。

　

先
進
農
業
者
委
託
料
は
、研
修
生
が
い
な
い
中
、

毎
月
支
払
う
べ
き
で
は
な
い
。

　

商
工
会
議
所
へ
の
補
助
金
は
、
商
工
会
議
所
だ

け
に
特
化
せ
ず
、
広
く
支
援
す
べ
き
。

　

さ
ん
じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事
業
は
、
公
教
育
の

役
目
で
は
な
い
。

　

県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
負
担
金
は
、
同
和
教

育
と
い
う
特
別
枠
で
な
く
憲
法
の
平
和
・
基
本
的

人
権
主
義
に
基
づ
き
行
う
べ
き
だ
。

平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に

反
対

　

低
所
得
者
へ
の
負
担
軽
減
が
廃
止
さ
れ
、
さ
ら

に
高
齢
者
負
担
が
増
え
る
。
老
人
保
健
制
度
に
戻

す
べ
き
だ
。

三
条
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
お
よ
び
特
別
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
反
対

　

３
年
連
続
引
き
上
げ
と
な
り
容
認
で
き
な
い
。

三
条
市
立
学
校
設
置
条
例
等
の
一
部
改
正
に
反
対

　

大
崎
中
学
校
区
小
中
一
体
校
を
義
務
教
育
学
校

に
移
行
す
る
も
の
だ
。
居
住
地
を
問
わ
ず
、
等
し

く
教
育
を
受
け
る
基
本
原
則
が
損
な
わ
れ
る
懸
念

も
あ
る
。

新
潟
市
と
の
連
携
中
枢
都
市
圏
の
連
携
協
約
の
締

結
に
反
対

　

参
加
す
る
必
要
は
な
い
。　

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
復
活
を
求
め
る
請

願
は
採
択
す
べ
き
だ
。

  

自
由
ク
ラ
ブ

本
定
例
会
に
お
け
る
全
て
の
提
出
議
案
に
つ
い

て
賛
成

　

平
成
29
年
度
三
条
市
一
般
会
計
予
算
は
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
の
中
に
あ
っ
て
魅
力

あ
る
持
続
可
能
な
三
条
市
を
実
現
す
る
た
め
に

必
要
か
つ
適
切
に
編
成
さ
れ
た
予
算
。
加
え
て
、

財
政
に
つ
い
て
歳
入
で
は
人
口
減
少
に
よ
る
市

税
の
減
収
や
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
の

段
階
的
な
減
額
、
歳
出
で
は
公
債
費
や
扶
助
費

の
義
務
的
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
財
政
運
営
は
厳
し
く
な
っ
て
い
く
と
予
想

さ
れ
て
い
る
が
、
以
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
財
政

状
況
を
想
定
し
、
経
営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

に
基
づ
き
行
財
政
改
革
を
進
め
て
き
た
こ
と
で
、

今
後
想
定
さ
れ
る
厳
し
い
状
況
に
対
応
で
き
る

だ
け
の
財
政
調
整
基
金
を
確
保
し
た
こ
と
は
評

価
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
大
崎
中
学
校
区
小
中
一
体
校

建
設
、
統
合
保
育
所
建
設
な
ど
教
育
、
子
育
て

環
境
の
整
備
の
他
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興

な
ど
に
確
実
に
取
り
組
む
姿
勢
が
伺
え
る
。
今

後
も
財
政
調
整
基
金
残
高
に
加
え
、
各
財
政
指

標
の
数
値
に
も
十
分
留
意
し
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
中
長
期
的
な
財
政
見
通
し
を
し
っ
か
り
と
行

い
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
堅
持
を
基
本
と

し
な
が
ら
、
積
極
果
敢
に
市
政
運
営
を
行
っ
て

ほ
し
い
。

  

市
民
の
会

平
成
29
年
度
三
条
市
一
般
会
計
予
算
に
反
対

　

本
予
算
は「
過
去
の
蓄
え
取
り
崩
し
予
算
」「
逆

張
り
」「
財
調
は
使
う
た
め
に
あ
る
」
は
一
面
の

真
理
で
は
あ
る
が
、
継
続
中
ま
た
は
今
後
予
想

さ
れ
る
主
な
ハ
ー
ド
事
業
を
推
し
進
め
る
と
10

年
後
に
は
財
調
は
底
を
突
く
と
い
う
「
雨
予
報
」

も
あ
る
。「
経
常
収
支
比
率
」
が
99
％
と
い
う
恐

ろ
し
い
数
値
も
公
言
さ
れ
た
。

　

現
在
の
環
境
は
「
そ
れ
い
け
ど
ん
ど
ん
」
の
時

代
で
は
な
く
「
踊
り
場
財
務
」
に
徹
す
る
時
。
身

の
丈
に
合
わ
せ
て
「
市
民
に
最
大
限
の
幸
せ
を
提

供
す
る
」
の
が
行
政
の
役
割
。「
積
極
予
算
」
と

言
う
と
聞
こ
え
は
良
い
が
、
い
た
ず
ら
に
子
や

孫
の
世
代
に
ツ
ケ
を
回
し
て
い
る
現
状
は
「
将
来

世
代
に
責
任
を
果
た
す
」
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

三
条
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正
に
反
対

　

毎
年
、
恒
例
行
事
の
よ
う
に
報
酬
等
審
議
会

の
答
申
に
従
う
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
。
そ
し

て
、
市
民
に
説
明
す
る
だ
け
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
持

ち
合
わ
せ
な
い
。
現
在
の
三
条
市
民
の
家
計
状

況
を
考
え
る
に
、
一
部
為
政
者
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
は
市
民
の
賛
同
は
得
ら
れ
な
い
と
確
信
す
る
。
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